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2025年度全国科学博物館活動等助成事業 

実施内容報告書 

 

課題名 南極海の海洋生物展示を通した地球環境システム理解のための展示の構築 

交付番号 25005 

機関名 東京海洋大学マリンサイエンスミュージアム 

氏名 館長 茂木正人 

 

１．事業の概要 

東京海洋大学練習船「海鷹丸」は、1956 年に第一次日本南極地域観測事業に参加して以

来 25 回の南極海の海洋観測を行ってきた。本事業では、これまでの観測で得られた希少な生

物試料の展示を更新し、地球環境システムの理解のためのコンテンツを提供する。 

 

２．実施場所および実施期間 

 実施場所：東京海洋大学マリンサイエンスミュージアム 

 実施期間：2025年 4月～2025年 9月 

 

３．事業の目的 

南極海は日本からも遠く、生物の多様性や生態については一般の方々には実感が湧かない

のが普通である。当館では、南極観測に関連し、剥製などの標本や写真などの資料を展示して

きたが、生態系や地球環境を理解し考えるための体系的な展示になっていない。さらに、貴重

な一部の標本は劣化が進んでいる。本事業では、南極海の生物多様性・生態系を知ることを通

して、身近な生態系や環境について理解を深めるためのコンテンツを提供することを目的として

いる。具体的には次の項目について事業を行う：1) はく製標本の修復、2) 展示内容・解説のリ

ニューアル、および 3) 生物多様性・生態系に関するワークショップの開催を行う。さらに、4）博

物館学実習科目（学芸員課程）と連携し、特に 2）と 3）における実習生との協働を通して科学コ

ミュニケーターの養成に寄与する。 

 

４．事業の実施内容および結果 

 



2 
 

今回の事業では、当館が所蔵する南極関連の標本・資料について、体系的な展示にリニュ

ーアルすることを中心にすえ、関連ワークショップや学芸員過程を履修する学生との協働を通

して、身近な生態系と南極海の生態系がつながっていることを、広く市民に感じてもらうことを目

指した。リニューアルされた展示は、常設展として残されている。 

具体的には以下のことを行った。 

1) はく製標本の修復 

 当館では、カニクイアザラシ 3頭、ワタリアホウドリ 1 羽、ユキドリ１羽を所蔵しているが、いずれ

も経年劣化による毛皮の破損や脂の漏出などが見られた。今年度、来館者が急増する夏季休

暇前の 5～7月にはく製業者に修理とクリーニングを依頼し、7月 23日に完了・納品された。 

 

 

 

 

2) 展示内容・解説のリニューアル 

 リニューアルの柱は、「南極関連の標本・資料の集約」と「南極海生態系を理解するための解

説の充実」の 2つである。 

南極関連の標本・資料の集約： これまで館内に分散して展示されていた標本・資料を一つの

南極海生態系セクションに集め、体系的に生態系を理解しやすいようにレイアウトを変更した。 

・当館では南極海で採捕された多数の海鳥類が、他の海域で得られた種とともに海鳥類のコー

ナーに展示されていた。今回、スペースの制約からすべての南極海産海鳥を移動させることはで

きなかったが、代表的な種を南極海コーナーに移した。（この移した場所には、これまでガラパゴ

スで採集されたウミイグアナなどが展示されていたが、これらは館内の別のセクションに移すととも、

ガラパゴスコーナーを新たに設けた。） 

・初期の日本南極地域観測隊に貢献した東京海洋大学練習船「海鷹丸 II」の模型を、コーナー

の入口付近に移動させ、日本の南極研究の歴史についても触れられるようにした。 

はく製の搬入・搬出．左：カニクイアザラシ、

右：ワタリアホウドリ． 
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・南極海の食物網の鍵種といわれるナンキョクオキアミの標本を、据え置き型のルーペで観察で

きる展示を新設した。展示されているアザラシや海鳥類の重要な餌生物である。 

南極海生態系を理解するための解説の充実： これまで展示解説は、種名などごく簡単なもの

か、かなり古い記述しか無かった。今回、個々の標本（種）についての説明の他、コーナー全体を

通した展示の趣旨説明、生態系の解説などを設置した。生態系の解説については、大型パネル

を用いて、私たちの周りの生態系も南極海の生態系とつながっていることを示す、このコーナー

のいわば「総括」となるものとした。すべての解説に、英語を標記した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南極生態系コーナーの入口 ナンキョクオキアミの展示 

左：リニューアル後の海鳥類の展示．右

側に、展示されている海鳥の 1 種につ

いて、渡りや繁殖生態について解説パ

ネルを設置した。右：リニューアル前の

ガラパゴス諸島の生物標本．別の場所

に移し改めてガラパゴスコーナーを設

置した． 
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3) 生物多様性・生態系に関するワークショップの開催 

8月 23日と 9月 27日に、ガイドツアーの形式でワークショップを行った（各 2回）。ワークショッ

プは展示物を前に解説を行った。最後に、参加者に海氷と氷山の氷を実際に触ったり融かした

際の音を聞いたりしてもらい、その違いについて解説をした。各回人数を限定したが、飛び入りの

参加者も含めて数十名が参加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4）博物館学実習科目（学芸員課程）と連携 

オープンキャンパスで、実習の一環として学芸員課程の学生が館全体の展示ガイドを務める

が、全員に南極コーナーのガイドも務めてもらった（８月２，３日、２３日）。まず、実習生には今回

の南極コーナーの展示替え（リニューアル）の趣旨と南極海の生態系と地球全体の生態系の関

係を理解してもらうための活動として、講義の形式で実習生に説明した（４月１７日、５月２９日、７

月２４日）。そのうえで、実習生は、自ら調べた内容を付け加えた資料を作成し、来館者にガイドを

9月 27日のガイドツアー．中央奥

が代表者． 

コーナーを総括する解説

パネル． 
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行った。 

実習生には、リニューアルの前と後を見てもらい博物館業務の実際についての理解を深めて

もらうことができた。さらに、ガイドの内容を自ら考え作製、最終的にガイドを実施することで科学コ

ミュニケーターとしての実務を体験できた。このようなガイドは来館者にも好評であった。 

オープンキャンパスの来館者は、8月 2，3日が 6,274人、8月 23日が 3,684人であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイムライン 

4月 2日： 助成事業に関する打合せ会合 

4月 17日：実習生への説明 

5月 29日：実習生と打合せ 

5月 23日：はく製引取り（アザラシ、海鳥類） 

6月 20日：はく製引取り・納品 

7月 23日：はく製納品 

7月 24日：実習生への講義、打合せ 

7月 28日：リニューアル完了 

8月 2，3日：オープンキャンパス（実習生によるガイド） 

8月 23日：オープンキャンパス、ガイドツアー実施（実習生によるガイド） 

9月 27日：ガイドツアー実施 

 

５．まとめ 

南極大陸と周辺の海は日本から遠く離れているが、南極海の生態系の一部を構成する鯨のよ

うな大型動物や海鳥類の一部は、極めて長距離を短時間で移動することにより、地球システム全

体とつながっている。実際に、ミズナギドリの仲間の一部は南半球と北半球を半年で往復し、鯨

類の中にも 1 年周期で高緯度域と低緯度域間の数千キロを往復するものがいる。このことは、南

極の生態系と北半球の生態系すらも一体であることを意味している。さらに、今回の総括のパネ

オープンキャンパスでの、実

習生による解説（左奥、こち

ら向きが実習生）． 
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ルでは、気候変動の影響が、この数年で顕著に海氷の減少という形で表れていることに触れ、地

球規模で生態系変動が起こる危機を示唆した。このような考え方は小中高で学習することは無い

が、地球環境を身近に捉えるうえで鍵となるもので、環境教育の前提条件にもなり得る重要な概

念である。本事業はこの概念を、リアルな標本の展示やワークショップを通して地球環境を総合

的に捉えることに寄与するものである。 

当館が位置する港区では外国人居住者は人口の 8%を占める。近年は海外からの観光客も増

加し、外国人の来館者は増加傾向にある。今回の展示の英語化も含めたリニューアルは、海洋

観測を通した日本の国際貢献を内外に周知することにも貢献する。 

 

 総括のパネルより抜粋． 


